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到達目標
基本的な工作作業を通じて各種機械の原理、操作方法を理解し、加工技術を習得する。さらに安全性と危険予知について習得する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
もの作りを行う上で、部品の切削、溶接、研磨・仕上げ等の加工技術の実際とその安全性および危険予知を行うことは
極めて重要である。本実習では、旋盤や各種機械、NC機械、溶接等の作業を通じて材料や力学、熱、測定、解析や評価
といった製作の基礎を学ぶ。これにより物質と各種力学に基づいたもの作りを行い、人々の生活に役立てる工学技術者
の基礎を身につける。

授業の進め方・方法
ガイダンス、危険予知トレーニング（KYT）を実施した後、4班に分かれ、実習(1) 旋盤、実習(2) 各種機械、実習(3)
溶接、実習(4) NC機械　の4項目を順番に実習する。実習では、各項目の要素が包含されている「ハンガー」を題材とし
て作製し、組立を行い完成させる。

注意点 実習は安全に留意し、適切な服装で行う。テーマの予備知識を持って取りかかり、報告書は、授業項目交代日の授業開
始前までに提出する。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 工作実習ガイダンス シラバスの内容、実習の流れを理解する。
2週 危険予知トレーニング（KYT） 安全・危険予知について理解できる。

3週 実習(1) 旋盤 旋盤機械を安全に使用できる。
旋盤の構造を理解し、操作方法を習得する。

4週 実習(1) 旋盤 旋盤機械を安全に使用できる。
旋盤の構造を理解し、操作方法を習得する。

5週 実習(1) 旋盤 旋盤機械を安全に使用できる。
旋盤の構造を理解し、操作方法を習得する。

6週 実習(2) 各種機械 各種工作機械を安全に使用できる。
各種工作機械の構造を理解し、操作方法を習得する。

7週 実習(2) 各種機械 各種工作機械を安全に使用できる。
各種工作機械の構造を理解し、操作方法を習得する。

8週 実習(2) 各種機械 各種工作機械を安全に使用できる。
各種工作機械の構造を理解し、操作方法を習得する。

2ndQ

9週 実習(3) 溶接 溶接機械を安全に使用できる。
溶接機械の構造を理解し、操作方法を習得する。

10週 実習(3) 溶接 溶接機械を安全に使用できる。
溶接機械の構造を理解し、操作方法を習得する。

11週 実習(3) 溶接 溶接機械を安全に使用できる。
溶接機械の構造を理解し、操作方法を習得する。

12週 実習(4) NC機械 NC(Numerical Control)機械を安全に使用できる。
NC機械の構造を理解し、操作方法を習得する。

13週 実習(4) NC機械 NC(Numerical Control)機械を安全に使用できる。
NC機械の構造を理解し、操作方法を習得する。

14週 実習(4) NC機械 NC(Numerical Control)機械を安全に使用できる。
NC機械の構造を理解し、操作方法を習得する。

15週 組立 製作した部品を組み合わせて作品を完成することがで
きる。

16週 組立 製作した部品を組み合わせて作品を完成することがで
きる。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学 機械系分野 工作

溶接法を分類できる。 2
アーク溶接の接合方法とその特徴、アーク溶接の種類、アーク溶
接棒を説明できる。 2

切削加工の原理、切削工具、工作機械の運動を説明できる。 3
バイトの種類と各部の名称、旋盤の種類と構造を説明できる。 3
フライスの種類と各部の名称、フライス盤の種類と構造を説明で
きる。 2

ドリルの種類と各部の名称、ボール盤の種類と構造を説明できる
。 2

切削速度、送り量、切込みなどの切削条件を選定できる。 2



評価割合
実習報告書 作品 工作作業技術 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 40 10 50 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 40 10 50 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


